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当院の感染対策(７つの取り組み)

6月より当院で新型コロナウイルス陽性患者の診療を開始しております。以下の７つの取り
組みを行い、新型コロナウイルス感染対策の強化を行っております。
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１. 感染症専門チーム(ICT)による院内活動の強化
院内感染制御チーム(ICT)による院内感染対策監視体制を強化し、新型コロナウイルスに関わらず、
様々な感染症の施設内大量発生(クラスター)の予防を行っていきます。
また、ICTの外部指導として、JCHO北辰病院(感染対策協力病院)と保健所に協力を仰ぎ、院内の
対策が十分かどうか、定期的な見直しを行っていきます。

2. 入口対策の強化
当院を来院された全ての方を対象に、新型コロナウイルス感染症を含めた、呼吸器感染症の
トリアージ(選別)を行っております。また、咳などの呼吸器症状のある方については、完全予約制
とし、通常外来と時間を分けて対応を行っております。

3. 院内教育の徹底
当院で働くスタッフの感染対策講習を義務化し、感染症に対する知識の向上と感染対策のスキル
アップを図っております。

4. 感染対策check listの作成
感染伝播が起こり得る場面ごとでのcheck listを作成し、2人1組で確認を行うことで、無意識のうちに
感染症を持ちだすことを防ぎます。

5. 十分なPPE(マスク、ガウンなど個人防護具)の供給
札幌市より十分な個人防護具が供給されております。そのため、個人防護具の使い回しや、節約
などで生じる感染伝播リスクを大きく軽減できます。同時に、適切なタイミングでの着脱を徹底し、
物資の過剰使用も防止しております。

6. 職員の体調管理の徹底
就業前に職員の体調checkを徹底しております。少しでも体調不良を認めた場合は、就業を許可
しておりません。

7. 感染者治療区画の整備
外来には、感染症とその疑い患者専用の診療ブースを作成しています。また、新型コロナウイルス
患者の入院区画を新たに作成し、通常の患者との動線を完全に分離しています。


